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ノルディック

自治公館長会

切り絵

土の会

健康太極拳 吹き矢

管理委員会

健康太極拳

ふれあい給食
男のクラブ・おちゃめクラブ食改研修会

ノルディック

日 月 火

健康太極拳

木 金水

川柳 ラージ

手芸

隣のDAI学院

うた 土の会

土

うた 土の会

体育館開放委員会 19：30

ラージ

ラージ

体力つくり振興会総会

ラージ

公民館だより等配布

手芸

ふれあい給食

青少協役員会自治公三役・常任・部会長会

自治公総務部会

吹き矢

土の会

民児協定例会

建国記念の日 健康太極拳

総務部三役企画委員会

中井太一郎 太一車の特別展

※講座等で公民館職員が不在の場合があります。

ご理解お願いします。

倉吉市小鴨公民館発行 平成31年2月１日No.341

倉吉市中河原772-6 TEL  28-0964   FAX  28-6034

Email  koogamo@ncn-k.net

http://www.ncn-k.net/koogamo/

開館時間：月～金 午前9時～午後5時

＊生涯学習のマスコット「マナビィ」

生涯学習の「学ぶ」とみつばちの「Bee」を

合わせ、「マナビィ」と名づけられました。

(もくじ) 1ページ：今月のご案内、お知らせ ほか 4ページ：今月の行事予定、保育園より ほか

２・3ページ：先月の様子、川柳、笑顔だより、公民館職員募集、自治公民館協議会より ほか

2月のなごもう会

25日（月）

HP用メール用 ブログ用

ラージ：ラージボール同好会 毎週木曜日午後1時30分～3時

手芸：手芸同好会 第2・4水曜日 午前10時～午後3時

水墨：水墨同好会（日本画） 第2・4木曜日 午後1時30分～3時

土の会：陶芸同好会 第2・4土・日曜日 午後2時～4時

川柳会：小鴨川柳会 第1月曜日 午後1時30分～3時30分

健康太極拳：太極拳 毎週火曜日午前10時～11時30分

布ぞうり：布ぞうりクラブ 第1・3木曜日 午前10時～午後3時

版画：版画クラブ 第3水曜日 午後1時30分～3時30分

切り絵：切り絵を楽しむ会 第4か第5火曜日 午前10時～12時

ノルディック：ノルディック・フレンズ 第2・4月曜日 午前10時～11時30分

うた：ぷち・カナール（コーラス） 第2・4金曜日 午後1時30分～3時

吹き矢：スポーツ吹き矢を楽しむ会 第1・3水曜日 午後1時30分～3時

ク
ラ
ブ
・
同
好
会
の
予
定

西倉吉保育園からご案内

〈2月のオープンデーのご案内〉

＊12日（火）手作り楽器でで遊ぼう

＊19日（火）ベビーマッサージ教室

☆指導 『リンゴ舎』小林和子さん

場所：西倉吉保育園

時間：９時４５分～１０時４５分

※参加を希望される方は、

事前にご連絡をお願いします。

TEL ２８－２２２８（担当：湖山）

北条歴史民俗資料館より寄贈いただいた太一車

等を小鴨公民館2階フロアに追加展示しています。

ＴＣＣ（鳥取中央有線放送）の取材を1月28日に

受けました。

男のクラブ「コーヒーショップ」

おちゃめクラブ「抹茶席」
(参加費１００円) 午前10時～12時小鴨公民館にて

★お休みします。
＊水墨同好会（次回は3月14日です）

＊布ぞうりクラブ（次回は3月15日です）

＊版画クラブ（次回は3月20日です）

2/19

（火）

＊天ぷら廃油の回収(小鴨公民館玄関前）

＊小型家電回収ボックス（自転車小屋）

使用済み小型家電回収ボックスは、小鴨公民館自転車置場にも設置されていますので、ご利用ください。

★ミニ講話「シニア世代の健康」
倉吉市保健センター保健師さんよりお話していただきます。

小鴨公民館管理委員会より

平成31年4月1日から

小鴨公民館敷地内を全面禁煙にします
昨年12月、倉吉市教育委員会生涯学習課より、

喫煙場所を有する市所有施設に対し、公共施設の

喫煙場所の設置及び廃止の意向調査依頼があり

ました。平成30年7月25日に「健康増進法の一部

を改正する法律」（平成30年法律第78号）が公布

され、多数の人が利用する施設等の類型に応じ、

その利用者に対して、一定の場所以外の場所にお

ける喫煙が禁止。倉吉市の対応については、平成

30年11月28日の企画審議会で平成31年１月より市

役所敷地内禁煙となり、地区公民館については、

市所有施設（第二種施設）として屋内禁煙（喫煙

専用室内でのみ喫煙可）及び屋外に喫煙場所を

設置する場合は、出入口から10m以上離すことが

決定されました。

同法施行にあたり、小鴨公民館管理委員会で

協議しましたところ、周知期間も必要という意見

もあり、平成31年4月1日より小鴨公民館敷地内を

全面禁煙にすることを決定しました。

なお、小鴨公民館館内は、これまで通り全面禁煙

としておりますので、皆様のご理解、ご協力をよ

ろしくお願いいたします。

時間内でしたら、いつ来られてもよい

ですので、お気軽にお越しください。

小鴨地区振興会よりお知らせ

3月にサロンコンサート開催予定
「合唱団みお＆倉吉室内合奏団ジョイントコンサート」を開催の予定です。

(回収終了のお知らせ）

＊小鴨公民館での「ペットボトルキャップ回収」は終

了いたしました。ご協力ありがとうございました。今

後ペットボトルキャップは可燃ゴミで出していただき

ますようよろしくお願いします。

-4ページ- -1ページ-



公民館主催事業や、各種団体の活動を紹介しています。
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おがも川柳会

1月の様子

「節分」といえば、2月初旬に豆を撒

き、鬼退治をする行事との認識でした

が、先日テレビでちょっと詳しい話をし

ていたので披露します。昔は季節を分

けるということで節分は「立春」「立

夏」「立秋」「立冬」の前日の4回あっ

たそうですが、今では「立春」の前日2

月3日の日を節分と呼んでいます。

旧暦では2月3日は大晦日にあたり、

古来中国では新年を迎える行事として、

矛や弓矢で悪霊（鬼）を追い払う《追

儺（ついな）》（鬼やらい）が行われてお

り、それが日本に伝わったものです。

日本では「豆」には古くから穀物の

霊が宿り悪霊（鬼）が恐れる不思議な

力があると信じられており、新春にむけ

て、冬の寒気や邪気（鬼）を神聖な

「豆」で追い払い、新年の幸福を願う

行事として全国的に行われています。

小鴨地区自治公民館協議会長・

振興協議会長として2年間にわたり事

業企画・運営をされ市内外に「小鴨

地区自治公民館協議会や振興協

議会」の活動は素晴らしいと折り紙付

の活躍をなされました河野和人前会

長さんお世話になりました。ありがとうご

ざいました。

市民みつぼし踊り大会では、参加

者を積極的に呼びかけ、70～80人の

踊り子さんとともに「太一車の里・ヒメ

ボタルの里小鴨」を熱演し、ここ数年

遠ざかっていた総合優勝を見事手繰

りよせ、出演者一同美酒に酔いしれま

した。

また、震災の教訓として各町区に

自主防災組織設置を絶えず呼びか

けられ、95％（倉吉市は85％）の組織

率となりました。「笑顔のまつり」「文化

祭」「各種スポーツ交流会」等では、

いつも先頭に立ち私たちを引っ張って

いただきました。

役職は退かれましたが、まだまだお

元気ですので、今後とも小鴨地区の

事業活動等につきましてご指導、ご協

力を賜りますようお願い申し上げ、お礼

の言葉とさせていただきます。

◇2月3日（日）は節分です！豆まきをされますか？

◇河野前協議会長さんお世話になりました

小鴨公民館笑顔だより

1月15日(火)

男のクラブ・おちゃめクラブ

今年はじめての男のクラブ・おちゃめクラブの活動

でした。昨年の1月は雪が降っていましたが、今年は

雪もなく比較的暖かい日でした。小鴨地区内外から、

足を運んでくださいました。

今年はじめのコーヒー＆抹茶席

小鴨地区自治公民館協議会より報告

31年度の会長・副会長・常任委員・監査委員・部会長が決まりました。

よろしくお願いします。

（会長）林 達夫 （副会長）中野章臣・石田正紀

（常任委員）岩本 登・山下 博・岡本幹夫・宮脇久翁・木地谷和夫・和泉博伸

（監査委員）西嶋尊昭・竹尾征二

（総務部会長）足利範彦 （環境部会長）河本 裕 （社会福祉部会長）黒川英明

（生活文化部会長）濱田佳毅 （体育部会長）長尾康男 （交通消防部会長）大番秀隆 （敬称略）

新
任
会
長
の
挨
拶

林

達
夫

皆
様
、
新
し
い
年
を
迎
え
お
忙

し
い
毎
日
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
、
協
議
会
会
長
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
岩
倉
自
治
公
民
館

館
長
の
林

達
夫
と
申
し
ま
す
。

会
長
選
出
に
あ
た
り
、
も
っ
と

経
験
豊
か
な
方
も
多
く
お
ら
れ

る
の
に
と
思
い
な
が
ら
、
僅
か
２

年
間
の
館
長
経
験
で
会
長
に
任

命
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、

非
常
に
戸
惑
っ
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
公
民
館
活
動
の
実
施
に
は
多

く
の
関
連
機
関
と
の
密
接
な
連

携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確

認
し
た
次
第
で
す
。
是
非
、
事
業

推
進
の
為
に
経
験
豊
か
な
館
長

様
や
関
連
機
関
の
皆
様
に
積
極

的
な
御
意
見
・
御
指
導
を
賜
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
不
慣
れ

な
私
の
為
に
、
御
意
見
・
御
指
導

は
提
案
型
で
お
願
い
で
き
た
ら
と

勝
手
に
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重
責
を
担
い
、
こ
れ
か
ら
は
会

長
と
し
て
自
分
の
地
区
の
み
な
ら

ず
小
鴨
・
倉
吉
市
・
鳥
取
県
と
視

野
を
広
げ
、
小
鴨
地
区
発
展
の
為

に
微
力
な
が
ら
橋
渡
し
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。私

事
で
す
が
、
昨
年
、
歴
史
文

化
部
会
の
「
小
鴨
地
区
の
文
化

財
・
石
造
物
を
巡
る
会
（
小
鴨
川

東
岸
地
区
の
岩
倉
か
ら
富
海
地

区
の
探
訪
）
」
に
参
加
し
て
新
し
く

故
郷
の
魅
力
を
再
発
見
い
た
し

ま
し
た
。

初
め
て
登
っ
た
富
海
地
区
の
廃

寺
跡
（
赤
岩
山
景
雲
寺
）
や
各
地

区
に
建
て
ら
れ
て
い
る
金
毘
羅
灯

籠
の
由
来
等
非
常
に
興
味
深
く

説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
近

く
に
こ
の
よ
う
な
遺
産
が
あ
る
こ

と
に
改
め
て
驚
き
ま
し
た
。
本
来
、

金
毘
羅
灯
籠
は
海
運
や
水
産
業

の
発
展
を
祈
願
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
と
理
解
し
て
い
ま
し
た
。
長

年
、
「
海
も
無
い
の
に
何
故
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
市

の
文
化
財
課
職
員
の
方
か
ら
、

「
こ
の
灯
籠
は
水
害
の
発
生
が
無

い
よ
う
に
祈
願
し
て
建
て
ら
れ
た

も
の
で
す
。
」
と
の
説
明
を
受
け
て

納
得
い
た
し
ま
し
た
。
長
年
の
疑

問
が
払
拭
さ
れ
（
海
も
川
も
水
で

一
緒
な
ん
だ
！
）
、
ス
ッ
キ
リ
致
し

ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
発
刊
さ
れ
ま
し
た

「
小
鴨
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
：
～
思
い
出

の
風
景
～
」
は
地
域
の
魅
力(

遺

産)

が
詰
ま
っ
た
冊
子
で
あ
り
、
地

域
の
再
発
見
に
最
適
な
も
の
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ま
だ
小
鴨
公
民

館
に
在
庫
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、
是
非

御
購
入
く
だ
さ
い
。

地
域
の
活
性
化
の
方
策
と
し
て

よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、
地

域
の
魅
力
（
遺
産
）
の
見
直
し
は

必
要
不
可
欠
な
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
故
郷
の
再
発
見
ダ
～
。
地
域

の
活
性
化
は
、
個
人
的
に
は
「
子

供
の
参
加
で
き
る
事
業
の
推
進
」

と
「
故
郷
の
魅
力
（
遺
産
）
の
発

見
」
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
小
鴨
川
西
側
地
区
の

「
小
鴨
地
区
の
文
化
財
・
石
造
物

を
巡
る
会
」
が
計
画
さ
れ
る
と
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
多
数

の
皆
様
の
御
参
加
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が

続
き
ま
す
の
で
皆
様
ご
自
愛
く

だ
さ
い
。

小鴨公民館管理委員会

公民館職員（主事）の募集について

１．採用人員 1名

２．任 用 平成31年4月1日より（1年更新）

公民館管理委員会規定による。

３．勤務時間 ９：００ ～ １７：００（実働7時間）。

原則として、土・日・祝日は休み。

但し、夜間・休日出勤あり。

有給休暇あり。その他公民館服務規程による。

４．職務内容 倉吉市小鴨公民館の公民館主事としての業務

＜主な業務＞

・社会教育施設である地区公民館の

事業の企画・運営・実施・庶務・会計

・施設の利用・維持管理に関する業務および

来館者の対応など

・各種団体（公民館に事務局を置く）の

事務・会計等の支援

５．賃金等 基本給（月額）147,800円。通勤手当（2㎞以上）

ほか。社会保険・退職金制度あり。定年退職65歳。

６．応募条件 （１）地域の活動に意欲のある人

（２）パソコン（ワード・エクセル・パワーポイント等）

操作が出来る人

（３）普通運転免許証を有する人

自家用車で通勤可能な人

（４）性別・学歴等は問わない

（５）時間外及び休日勤務の可能な人

７．提出書類 ・履歴書1通（写真添付、自筆のもの）

・作文 題「公民館職員を応募するにあたって」

400字2枚以内（自筆のもの）を持参または

送付してください。

８．提出期限 平成31年2月20日（水）まで

・持参の場合

受付時間 月～金曜日 ９：００～１７：００

・郵送の場合 平成31年2月20日（水）１７：００必着

９．採用試験 平成31年2月24日（日） ９：００～１７：００

面接時間については、履歴書に記載の連絡先へ

21日(木)に連絡いたします。

10．結果連絡 合否につきましては、平成31年2月27日（水）付けで

簡易書留にて送付させていただきます。

11．提出先 問い合わせ先

〒682-0856 倉吉市中河原772-6

倉吉市小鴨公民館（電話番号 0858-28-0964）

今年もあたたかい

コーヒーと抹茶で、

みんなの笑顔をつ

なげます。

林会長

小鴨公民館主事を下記要領により公募いたしますので、応募

ご希望の方は小鴨公民館までお申し込みください。

じゃーん けーん

ほい
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